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市政だよりは、市民のみなさ

んにご協力していただくこと

や、市の行事.お知らせなど

を掲載しております。家族み

んなでお読みください。
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市長の任期満了による

退職の御挨拶

市民の皆様、私は、この度の市長の任期が

満了する機会 rこ、その職を離れることに決心

いたしました。思えば、昭和27年12月以来、

満t6年間にわたり、市長としての職務を遂行

させていただくことができましたこと は、一

つに市民皆様の終始一貫した温かし、御激励と

御毘解ある積極的な御協力の賜であること を

痛切に感ずると共に、ここに更めて厚く御礼

を申 し上げる次第であります。 16年前には、

わが国も終戦後独立して間もない時期であり

ましたから、わが大村市の進むべき道も全く

きまってし、なかったのでありますが、その後

の16年の聞には、昭和32年の大水害を始め、

いろいろな困難なことにも出合いましたが、

財政の建て直し、 産業の振興、教育諸施設の

近代化整備、公営住宅の増設、 空港の開設整

備、 社会福祉諸施設の充実等、市政の全般に

三 わたって進展向土しつつある姿を見ることは

霊 誠に御同慶の至りであります。
なお今後はすでにその建設が確実になって

いる、九州横断自動車道路の完成と、国鉄嬉

野新線ヲコ実現と を基礎に、わが大村rIJの地理

的条件は画期的に飛躍して、きたる昭和60年

までには、人口10万都市の実現も確実な見通

しができたと信じております。

また、昭和44年は、いよいよ待望の長崎国

体の年であり ます。ここ数年来着々準備を進

めてきましたが、いよいよ実施の段階では、

市民全部の総力を挙げての協力が大切だと思

います。そしてこの一大行事を立派になL遂

げることこそ、将来の大村市の発展を約束さ

れることでもあると思います。

先日、私は全国市長会の御推せんによって

天皇、皇后両陛下御主催の宮中園遊会に御招

きをいただく光栄に浴し、親しく天皇陛下か

ら直接の御下問も賜わりましたが、その際、

陛下は「大村市の現況はどうですか」とめ御

下問でありました。私は、 「お蔭様でだんだ

んに発展しております」旨御答え申し上げま

したところ、陛下には大変御満足の御様子に

拝しまして、一入感激を新にし、たしましたこ

とを、ここに謹んで市民の皆様に御報告いた

しまして、私吟御別れの言葉とさせていただ

きます。

市民の皆様の御繁栄と御健勝を御祈りします

昭和43年12月 9日

大村市長大村純毅
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置置園

松
本
寅

市
長
の
任
期
満
了
に

と
も

な
う
市
長
選
挙
が
、
十
二
月

七
日
市
内
二
十
一
の
投
票
所

で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

即
日
開
票
の
結
果
松
本
寅

一

氏
が
新
市
長
に
当
選
さ
れ
、

十
二
月
九
日
市
役
所
に
お
い

て
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
か
ら
、
当
選
証
書
が
附
与

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
終
の
投
、
開
票

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

玖島中学校の体育館が完成し、 11月25日に落
成式がおこなわれました。この体育館は総工

費 2，500万円で7月20日に起工したものです
面積は1092平方メートノレで、 バレーやパスケ
ットなら2面、パトミ シトシなら 6面 を取れ
る広さがあり 、また、 鉄棒(移動式)、ロクポ

ク、 νャワ一室などを備えた立派なものです

り

一一一一 玖島中体育館が完成
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-ーー-A

氏

が
当
選

① 今村公民館 8ぐ7.〕87 
①三浦幼稚圏 91. 65 
①鈴回出張所 85. 85 
②上久原公民館 79. 10 
① 市役所第2会議室 78. 31 
①市民会館 81. 53 
⑦三域小学校 80. 53 
①東大村小学校 81. 39 
①昭和通公民館 82. 49 
⑮古町公民館 81. 54 
⑪西大村出張所 80.51 
@諏訪公民館 82. 61 
@松並公民館 83. 12 
@植松公民館 83. 52 
⑮子供 の家 83. 64 
@竹松幼稚園 86. 00 
⑪萱瀬小学校 89. 11 
⑮黒木小学校 85. 61 
⑬福重小学校 88. 00 
@松原出張所 85 .41 
@南野岳公民館 83. 40 
，合 計 83. 03 

結
果
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

開

票

結

果

候
補
者
得
票
数

マ

果結票投

松
本
寅

五

三
二
四

津
田
一

郎

一
二
、

o
一
五

12/1から
12/21まで

新

市

長

抱
月
沼
田
に
就
任

新
市
長
松
本
寅

一
氏
は
十

一一
月
十
日
市
役
所
に
初
登
庁

し
、
市
長
就
任
式
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
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市
内
一
斉
大
掃
除
期
間

早
目
に
実
施
し
ま
し
ょ
う

十
二
月
も
半
に
な
る
と
一

日

一
日
が
あ
わ
た
だ

し
く
、

迎
春
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
る

毎
日
に
な
り
ま
す
が
、

年
末

の
大
掃
除
は
も
う
お
す
み
に

な
り
ま
し
た
か
。
市
で
は
、

十
二
月
一

日
か
ら
二
十
一

日

ま
で
を
「
市
内
一

斉
大
掃
除

期
間
」
と
し
て
み
な
さ
ん
の

.， I 

ご
協
力
に
よ
り
町
内
ご
と
に

市
内
全
世
帯
の
大
掃
除
を
実

施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た。

ま
だ
大
掃
除
が
す
ん
で
お

ら
な
い
町
内
は
、
お
話
し
あ

い
の
う
え
、
一

斉
に
実
施
し

新
鮮
な
気
分
で
新
ら
し
い
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

歳末たすけあい運動に協力を

冷たい師走の風にさらされ、不幸

な生活を送っている人たちがたく

さんいます。せめて、年末年始を

明るく過ごすことができるように

この運動にご協力ください。

な
お
、

年
末
の
ゴ
ミ
は
多

量
に
出
て、

集
収
巡
回
日
が

お
く
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
の

で、

大
掃
除
は
期
間
内
(
二

十
一
日
ま
で
〉

に
実
施
す
る

よ
う
御
協
力
く
だ
さ

い。

ま
た
、
ゴ
ミ
入
れ
容
器
に

入
り
き
ら
ず
は
み
出
る
ゴ
ミ

ま
た
は
不
燃
物

(
空
ピ

シ
、

空
カ
シ
等
)
は
、
不
要
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
か
紙
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

大
掃
除
の
方
法

マ
屋
内
①
廃
品
や
ネ
ズ
ミ
の
巣
に

な
る
も
の
の
整
理

②
タ

タ
ミ
の
日
光
消
毒

③
床

下
の
清
掃
、
乾

燥

④

タ

火
の
用
心
ス
ポ
ッ
ト

グ
暮
ら
し
の
中
に

防
火
の
チ
ェ
ッ
ク
を
ゲ

石
油
や
ガ
ス
使
用
の
器
具
主

使
う
と
き
は
、
つ
ぎ
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

①
場
所
は
危
険
で
な
い
か

②
器
具
は
安
全
か

③
使
い
方
は
正
し
い
か

④
あ
と
始
末
は
完
全
か

タ
ミ
下
の
害
虫
発
生
予
防

の
た
め
低
毒
性
で
残
留
性

の
高
い
粉
剤
散
布
⑤
台
所

便
所
の
清
掃
整
理
、
便
所

に
殺
姐
剤
を
定
期
散
布

マ
屋
外

①
屋
敷
内
の
除
草
、
清
掃

②
下
水
溝
の
掃
除

③
納

屋
、
畜
舎
、
堆
肥
舎

の
清

掃
整
理
お
よ
び
定
期
薬
剤

散
布

マ
共
有
的
場
所

①
道
路
の
除
草
、
清
掃

②
下
水
溝
の
清

掃

@

不

要
な
草
む
ら
や
樹
木
は
越

冬
蚊
の
住
み
家
と
な
る
の

で
整
理
す
る
。
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お
レ
ヅ
ゼ
弘

胃
ガ
ン
の
集
団
検
診

胃
ガ
ジ
の
集
団
検
診
を
つ

ぎ
の
と
お
り
お
こ
な
い
ま
す

マ

対

象

者

三

十
五
才
以
上

の
人

マ

料

金

四

百

円

検
診
日
に
い
た
だ
き
ま
す

マ
検
査
の
方
法
県
の
集
団

検
診
車
「
つ
ば
き
号
」
に
よ

る
X
線
の
間
接
撮
影
検
査

マ
申
込
方
法
十
二
月
十
六

日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
(
住
所
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名
、
生
年

月
日
、
-
世
帯

主
を
記
入
す

る
こ
と
)
ま

た
は
電
話
で
衛
生
課
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
実
施
期
日
十
二
月
二
十
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さ 衛 な日
い生お、
。課、ニ
へく十
おわ -
fこし日
ずいの
ね こ 予
く とも定
だは。

マ
実
施
場
所
大
村
保
健
所

の
予
定
で
す
が
、
申
込
者

に
は
直
接
通
知
し
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
時
期
で
す

申
告
期
限

償
却
資
産
の
所
有
者
は
毎

年
一
月
一
日
現
在
で
、
そ
の

資
産
に
つ
い
て
市
長
に
申
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

明

年

1
月

却

( 市民会館結婚式 } 

) 好評のうちに 1 c 

;| 耕一号誕生 |) 
j :市民会館札さきに結婚式場の施設を :
〈 設けましたが、さる11月30日第I号のカツ 〉
〈プノレの門出を祝いました。 l
〈 施設は式場と控室からなり、使用料は 7
( i回 3時間以内 1.5∞円です。 挙式は司婚 { 
う式により会館で進行のお世話をいたします え

J くわしいことは市民会館へお問合せくだ 、

千百日学
際¥¥;譜童向 (

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
法

人
お
よ
び
個
人
で
償
却
資
産

を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、

つ
ぎ
の
要
領
で
必
ず
申
告
し

交
通
事
故
の
巡
回
相
談
e

交
通
事
故
の
巡
回
相
談
を

つ
ぎ
の
と
お
り
開
設
し
ま
す

相
談
に
は
、
専
門
の
相
談

員
が
応
じ
ま
す
の
で
、
交
通

事
故
で
お
こ
ま
り
の
人
は
ご

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い

日

て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
と
は
、
土
地
お

よ
び
家
屋
以
外
の
資
産
で
、

事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
の

で
き
る
資
産
。
ま
た
、
自
己

使
用
の
も
の
ば
か
り
で
な
く

他
人
に
貸
し
て
い
る
も
の
も

含
み
ま
す
。

マ
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
資
産

制
構
築
物

(
煙
突
、
軌
条

貯
水
池
、
水
槽
な
ど
)

刷
機
械
お
よ
び
諸
装
置

川一
客
船
、
運
搬
船
、
漁
船

伺
航
空
機

納
車
輔
お
よ
び
運
搬
具

(大
型
特
殊
自
動
車
、

手
押
車
な
ど
)

付
工
具
、
器
具
、
お
よ
び

備
品

川
遊
休
、
未
稼
動
資
産
簿

外
資
産

1，1' 

マ
日
時
十
二
月
二
十
三
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で

マ
場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

交

通

止

め

福
重
丸
山
橋
お
よ
び
上
丸

山
橋
が
腐
朽
し
諸
車
の
交
通

に
た
え
ら
れ
な
い
危
険
な
状

態
の
た
め
、
っ
、ぎの

と
お
り

交
通
止
め
を
し
ま
す

マ
交
通
止
め
の
期
間

十
一
月
十
四
日
か
ら
当
分

の
間

交

通

制

限

マ

区

間

水

道
町
1

駅
前

|

市
民
会
館
前

l
岩
舟
住
宅

前
l
国
立
病
院
パ
ス
停
前

向
木
場

マ

目

的

水

道

配
水
管
布
設

マ
期
間
十
二
月
一
日
か
ら

明
年
三
月
十
日
ま
で

マ
交
通
制
限
一

部
全
面
通

行

止

一

部
片
側
通
行

な
お
、
工
事
区
間
に
よ
り

マ
申
告
書
提
出
先
課
税
課

マ
申
告
期
限
昭
和
四
十
四

年

一
月
二
十
日
な
お
、
申

告
用
紙
は
課
税
課
ま
た
は

交
通
制
限
期
聞
が
異
な
り

ま
す
。

国
道
の
舗
装
修
繕
工
事

マ

区

間

一

の

郷

二

ノ
郷

マ
期
間
十
一

月
五
日
か
ら

明
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

工
事
中
は
、
工
事
標
識
板

や
バ

リ
ケ
ー
ド
の
設
置
、
交

通
規
制
員
の
配
置
、
夜
間
赤

色
灯
の
点
灯
な
ど
を
お
こ
な

い
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い

郵便番号

「ぼく犬ちを
$tもちゃ
こまるよJ

各
出
張
所
に
準
備
し
て
お

り
ま
す
。
申
告
に
つ
い
て
一

わ
か
ら
な
い

こ
と
は
課
税

課

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い



石
油
販
売
組
合

…
年
末
の
虚
礼
を
廃
止
し

…
消
防
署
ヘ
映
写
機
寄
贈

…
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市
内
の
石
油
販
売
組
合
で

は
、
従
来
年
末
に
各
商
屈
で

お
こ
な
っ
て
い
た
得
意
先
へ

の
お
歳
暮
を
取
り
や
め
、
そ

の
代
り
と
し
て
、
事
業
に
も

っ
と
も
関
係
が
深
い
「
火
災

事
故
防
止
」
の
啓
蒙
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
十

昭和33年4月22日第三種郵便物語可

お
い
て
、
世
界
的
に
発
展
を
が
、
県
、
国
体
会
場
地
市
町

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
意
味
村
お
よ
び
同
実
行
委
員
会
が

す

る

も

の

で

す

。

広

報

上

、

な

ら

び

に

報

道

機

今
後
は
、
こ
の
マ

i
ク
を
関
が
、
報
道
を
目
的
と
し
て

長
崎
国
体
の

ν
シ
ポ
ル
マ

l
ク
の
デ
ザ
国
体
関
連
の
印
刷
物
を
は
じ
使
用
す
る
場
合
に
は
、
許
可

シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
イ
シ
は
、
鵬
の
羽
根
の
部
分
め
、
視
覚
に
よ
る
掲
示
物
な
を
う
け
る
必
要
は
な
い
こ
と

V
シ
ポ
ル
マ

l
ク
は
、
開
を
長
崎
国
体
の
テ

I
マ
ー
カ
ど
に
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
が
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

催
県
の
国
体
を
絵
画
的
に
象

ラ
ー
で
あ
る
赤
「
積
極
」
、
こ
の
マ

l
ク

徴
す
る
も
の
で
す
。
長
崎
国
緑
「
明
朗
」
、

青
「
創
造
」
で
色
の
使
用
に
つ

体
の

V

Y
ポ
ル
マ

l
ク
は
、
分
け
し
、
先
端
に
国
体
マ

l

い
て
は
、

国

県
民
の
総
力
を
結
集
し
て
長
ク
を
配
し
、

鵬
が
世
界
に
向
体
マ

l
ク
も

崎
国
体
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
っ
て
雄
飛
す
る
躍
動
的
な
姿

使
用
さ
れ
る

い
う
趣
旨
を
、
テ

l
マ
l
カ
を
表
現
し
て
お

n
ま

す

。

た

め

、

一

般

ラ
ー
に
よ
り
「
鵬
」
を
主
題
と
す
な
わ
ち
、
長
崎
国
体
を
的
に
は
使
用

一
し
て
デ
ザ
イ
シ
化
し
た
も
の
契
機
と
し
て
国
際
県
長
崎
が
許
可
が
必
要

で

す

。

経

済

、

文

化

、

教

育

の

面

に

と

な

り

ま

す

昭和43年12月10日

災
事
故
防
止
の

P
R活
動
を

一
月
二
十
九
日
代
表
者
が
市

役
所
を
訪
れ
、
消
防
署
に
十

六
ミ
リ
映
写
機
一
台
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

消
防
署
で
は
、
贈
呈
の
趣

意
に
そ
う
よ
う
全
市
に
わ
た

り
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え

て
、
映
写
機
を
利
用
し
た
火

写
真

八
市
長
に
映
写
機
を
贈
呈

す
る
代
表
〉

⑫ 

早
速
お
こ
な
う
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
寄
贈
さ
れ
た
石
油

販
売
組
合
屈
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

大
村
ア
ポ
ロ
、
大
村
ジ
エ

ル
、
大
村
石
油
居
、
川
井

産
業
、
金
子
石
油
居
、
九

州
物
産
、
光
洋
石
油
居
、

新
出
光
石
油
、
長
崎
石
油

居
、
福
栄
石
油
居
、
丸
善

商
会
、
松
早
石
油
居
、
南

石
油
居

草、縁

シンボルマーク

¥i 

_.ノ

一味
津
峨
峨
曙
川
崎
り
)

旬

月

は

末

調

整
の
対
象
に
な
ら
な
い

年
末
調
整
の
月
で
す
人
も
あ
り
ま
す
。

給
与
所
得
に
つ
き
ま
し
て

は
、
四
十
三
年
中
に
源
泉
徴

収
し
た
税
額
の
年
間
合
計
額

に
つ
い
て
、
給
与
の
支
払
者

が
そ
の
年
の
最
後
の
給
与
支

給
時
に
精
算

(
年
末
調
整
)

を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
年
末
調
整

は
原
則
と
し
て
、
そ
の
年
最

後
の
給
与
を
う
け
る
人
の
全

部
に
つ
い
て
お
こ
な
わ
れ
ま

す
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
年

源
泉
所
得
税
還
付
の

確
定
申
告
は
早
目
に

昭
和
四
十
三
年
分
の
確
定

申
告
書
に
よ
っ
て
源
泉
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
人
は
、

明
年
一
月
か
ら
還
付
請
求
が

で
き
ま
す
。
二
月
か
ら
一
て
月

ま
で
は
、
確
定
申
告
の
納
税

相
談
な
ど
で
混
雑
し
ま
す
の

で、

早
日
に
申
告
書
を
提
出

し
て
還
付
を
受
け
て
く
だ
さ

・ν

3 

冬
休
み
:
・
・
:
家
事
を
分
担
さ
せ
る

な
る
と
冬
休
み

に
は
い
り
ま
す

年
越
し
か
ら
お

正
月
へ
と
こ
ど

も
に
は
た
の
し

い
冬
休
み
で
す

が
、
暮
れ
の
せ
ま
っ
た
ご
家
庭

で
は
、
こ
ど
も
は
ほ
っ
て
お
か

れ
が
ち
で
す
。
そ
と
で
、
こ
ど

も
に
も
家
事
の
一
部
を
分
担
さ

せ
、
お
手
伝
い
を
さ
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

受
験
生
が
い

る
家
庭
で
は
、
い
ろ
い
ろ
気
苦

労
が
多
い
こ
と
で
す
が
、
時
に

は
気
分
転
換
に
お
使
い
や
、
戸

外
の
そ
う
じ
を
ま
か
せ
た
り
す

る
と
、
か
え
っ
て
気
分
が
落
ち

着
く
も
の
で
す
。

J 
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